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１．問題と目的
　中学生は，身体的にも心理的にも変化の大きな時期
にあり，学校生活や日常生活における様々な不安や葛
藤に立ち向かい，それを乗り越えていくことで成長す
る（五十嵐, 2010）。しかし，今日，上手く壁を乗り
越えていくことができず，不登校等の学校不適応状態
にある中学生が年々増加している。
　こうした現状に対し，児童生徒の「心の居場所」づ
くりを推進することで問題の解決を図ろうとする取組
みがある。例えば，文部科学省（1992）は，学校は児
童生徒にとって精神的に安心することのできる「心の
居場所」としての役割を果たすべきであるとし，全教
職員が協力して不登校に取り組むこと，カウンセラー
などの専門家による教職員への指導援助システムを確
立すること，「適応指導教室」を充実させることなど
が取り組まれている。この点に関する実証的検討とし
て，石本（2010）は，「ありのままでいられること」
や「役に立っていると思えること」を居場所感として
捉え，中学生においては，自己肯定意識や学校生活享
受感に対して居場所感が促進的な影響を与えているこ
とを明らかにしている。また，大久保（2005）は，中
学生や大学生の居場所感と学校享受感，学校適応感
が，相互に高め合う関係にあることを示している。
　ところで，居場所感を高める要因の一つとして，
「自信（有能感）」が挙げられる。有能感とは，「環境

と効果的に相互交渉する能力」と定義される（White, 
1963）。そして，学校に自分の居場所が感じられない
不登校や引きこもり傾向の者の多くは，背景に自己
に対する自信の無さや無力感を抱えていることが多
いとされる（忠井・本間, 2006）。また，松井・笠井
（2012）は，不登校経験のある者は，何か課題に打ち
込もうとしても「自信がない」ゆえに諦めてしまうと
いう特徴があると述べている。このように，有能感と
居場所感の間には関連性があると推測され，居場所感
を高めるためには有能感を高めていくことが必要だと
考えられる。
　しかし，有能感とは単純なものではなく，他者軽視
をすることによって保たれる有能感もある。速水・
木野・高木・蘭・佐藤・小泉・桜井（2003）は，他者
を軽視することによって得られる自分の有能さの感覚
を「仮想的有能感」として提唱した。仮想的有能感
は，実際のポジティブ経験とは関係なく，他者を軽視
することによって自分を優位であると感じる偽りの有
能感である（速水・小平, 2006）。そして，速水・小
平（2006）は，仮想的有能感（他者への価値評価の指
標）とともに，自尊感情（自己への価値評価の指標）
を合わせて検討することにより，より本質的に仮想的
有能感が高い人を抽出する試みを行っている。すなわ
ち，同じく仮想的有能感が高い者であっても，自分に
自信があるために他者を低く評価する場合や，自分に
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対する自信の無さを隠そうとして他者を低く評価する
場合などがあると想定されるため，これらを識別する
必要があるとしている（速水・小平, 2006）。それに
より，全能型（仮想的有能感と自尊感情がともに高い
タイプ），自尊型（仮想的有能感が低く自尊感情が高
いタイプ），仮想型（仮想的有能感が高く自尊感情が
低いタイプ），萎縮型（仮想的有能感と自尊感情がと
もに低いタイプ）という類型が提唱され（速水・小
平, 2006），様々な検討がなされている。例えば，鈴
木（2010）は，仮想型に分類される者は，「情動性」
（心配性，緊張，抑鬱，自己批判，気分変動を意味す
る）が高く，「愛着性」（他者への温厚な振る舞い，協
調的・共感的態度，信頼・尊重を意味する）や「統制
性」（責任感や几帳面さ，努力や計画的行動を意味す
る）が低いことを示している。また，小平・小塩・速
水（2007）は，「仮想型」に分類される者は，対人関
係において抑鬱感情や敵意感情を強く感じ，かつ感情
の揺れ動きが激しいことを述べている。
　このように，中学生の学校における居場所感を高め
るには，自信の有無が影響を与えていると推測され
る。しかし，自信は，仮想的有能感のように多様な様
相を有するものであるが，こうした複雑な状況を含め
て居場所感との関連を検討した研究はない。さらに，
仮想的有能感の研究自体が大学生を対象としたもの
が多く，中学生の状況については Hayamizu, Kino & 
Takagi（2007）が述べているにとどまっている。そ
こで，こうした点を明らかにすることが急務であると
言えよう。
　また，他にも，居場所感に寄与する要因として，こ
れまで多くの検討がなされてきている。それらの研究
で指摘されてきた諸要因が，仮想的有能感を含めた自
信の状況と居場所感との関連性に対し，何らかの影響
をもたらすことは考えられないだろうか。例えば，
五十嵐（2011）は，学校に居場所感をもちにくくなっ
ていると考えられる「不登校傾向」の問題に対し，学
校生活スキルの獲得状況の影響があると指摘してい
る。そして，学校段階の変化に伴う不登校傾向の低減
に対し，学校生活スキルのうち，特に自己学習スキル
や健康維持スキルの獲得が関与していることなどを述
べている。学校生活スキルとは，「児童生徒が１人の
個人として成長していく中で出会う発達課題と学校生
活を送る上で出会うことが予測される教育諸問題に対
処する際に役立つスキル」（飯田・石隈, 2002）のこ
とである。したがって，こうした学校生活スキルの獲
得によって，たとえ自信が低いという状況であっても
居場所感が高まる可能性があるのか，他者軽視傾向に
もとづく自信を有しているという状況であっても居場
所感が高まる可能性があるのか，など，中学生に支援
すべき視点が明らかになると考えられる。
　そこで本研究では，中学生における仮想的有能感を

含めた自信の状況と，居場所感との関係を検討する。
加えて，これらの関係性に対し，学校生活スキルがど
のように関与するのかという点も検討する。以上を通
じ，中学生に対して，自信の状況によって，どのよう
な側面への働きかけが居場所感の向上に有用であるの
かを明らかにすることが，本研究の目的である。

２．方法
２－１．調査対象
　公立Ａ中学校398名，公立Ｂ中学校570名を対象とし
た。回答者数は968名であったが，分析では無回答の
項目があるものはすべて除外した結果，有効回答数は
814名（男 417名，女 397名），有効回答率84.09％で
あった。
２－２．調査内容
（１）学校生活スキル
　飯田・石隈（2002）が中学生を対象に開発した，学
校生活スキル尺度（中学生版）を使用した。本尺度は
「自己学習スキル」「進路決定スキル」「集団活動スキ
ル」「健康維持スキル」「同輩とのコミュニケーション
スキル」の合計54項目からなる。飯田・石隈（2002）
によって，信頼性・妥当性が確認されている。なお，
五十嵐（2011）は，尺度を使用する際に調査対象者の
負担を考慮し，下位尺度ごとに因子負荷量の高い３項
目を抽出して短縮版を作成している。短縮版に関して
も，確証的因子分析によって原尺度と同じ構造である
ことが確認されている。そこで本研究においては，
五十嵐（2011）の短縮版を使用した。回答形式は「全
くあてはまらない」～「とてもあてはまる」の４件法
であった。
（２）居心地の良さの感覚
　大久保（2005）が中学生を対象に開発した，学校適
応感尺度の下位尺度である「居心地の良さの感覚」を
使用した。これは11項目からなる。大久保（2005）に
よって，十分な信頼性・妥当性が確認されている。回
答形式は「全くあてはまらない」～「非常にあてはま
る」の５件法であった。
（３）仮想的有能感
　速水・木野・高木（2004）は，仮想的有能感尺度を
開発し，妥当性を検討した。それは，速水・木野・
高木（2005）によって信頼性が検討されている。そ
の後，本尺度は，中学生にも使用できるように変更
され（Hayamizu, Kino, Takagi, & Tan, 2004），安藤
（2006）によって日本語訳されている。本研究では，
この安藤（2006）によって日本語訳された11項目を使
用した。回答形式は「あてはまらない」～「あてはま
る」の５件法であった。
（４）自尊心尺度
　鈴木（2005）が中学生を対象に開発した，自尊心尺
度を使用した。本尺度は，鈴木・小川（2007）によっ
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て，６項目による構成が最も信頼性が高いことが確認
されている。そこで，本研究は，鈴木・小川（2007）
の６項目の尺度を使用した。回答形式は「全く思わな
い」～「よく思う」の５件法であった。
２－３．調査時期と手続
　2014年10月に，無記名の質問紙法により，集団で一
斉に実施した。

３．結果
３－１．各尺度の信頼性と基本統計量
　「学校生活スキル」は，五十嵐（2011）に基づいて
下位尺度に分類した。「居心地の良さの感覚」「仮想的
有能感」「自尊感情」はそれぞれ１因子であるため，
それぞれ項目の合計を標準得点化した。
　各尺度の信頼性を検討するために，クロンバックの
α係数を算出した。その結果，「学校生活スキル」は， 
自己学習スキルα＝.68，進路決定スキルα＝.57，集
団活動スキルα＝.58，健康維持スキルα＝.60，同輩
とのコミュニケーションスキルα＝.59であった。本
研究では全体的にα係数は若干低めであるが，原尺度
（飯田・石隈, 2002）は十分な信頼性があることが証
明されている。また，「学校生活スキル」尺度短縮版
を開発した五十嵐（2011）は，確認的因子分析によっ
て原尺度と同じ構造であることを確認している。よっ
て，本研究でも十分使用できると判断した。その他に
ついては，「居心地の良さの感覚」α＝.92，「仮想的
有能感」α＝.88，「自尊感情」α＝.88となり，内的整
合性は十分であった。
　また，各尺度についての性差を検討するため，t 検定
を行った。その結果，まず「学校生活スキル」につい
ては，自己学習スキル（ t［11.89］＝3.94，p＜.001），
集団生活スキル（ t［809.17］＝5.38，p＜.001）であり
女子の方が有意に高く，一方，「仮想的有能感」は，
男子の方が有意に高い結果であった（ t［812］＝4.86，
p＜.001）。それ以外については，有意な差はみられな
かった。このように，本研究で最終的な従属変数とし
て検討する「居心地の良さの感覚」については性差が
認められなかったため，以後の分析においては全対象
者について行うこととした。
３－２．「居心地の良さの感覚」と他の尺度との相関
　各変数間の関連性を調べるために，「居心地の良さ
の感覚」と他尺度との間におけるピアソンの積率相

関係数を算出した。その結果（Table１），「居心地
の良さの感覚」は，「学校生活スキル」の全下位尺度 
（ r ＝.26～.40，p＜.001）および「自尊感情」との間に
は有意な正の相関が認められた（ r ＝.59，p＜.001）。
一方，「仮想的有能感」との間には有意な負の相関が
認められた（ r ＝－.25，p＜.001）。
３－３．有能感の４つのタイプ分け
　「仮想的有能感」に関して，先述の４タイプに分類
することとした。そこで，速水・小平（2006）に倣
い，「仮想的有能感」と「自尊感情」の平均値で対象
者をそれぞれ高群・低群に分類し，その２つの分類
を組み合わせることで，有能感の４タイプに被調査
者を分類した。その４タイプとは，仮想的有能感と
自尊感情が共に高い「全能型」，仮想的有能感が低く
自尊感情が高い「自尊型」，仮想的有能感が高く自尊
感情が低い「仮想型」，そして仮想的有能感と自尊感
情が共に低い「萎縮型」である。その結果，全能型
（214名，26.29％），自尊型（233名，28.62％），仮想
型（209名，25.68％），萎縮型（158名，19.41％）と
分類された。
３－４．有能感タイプによる学校生活スキルの違い
　以上の有能感タイプによって学校生活スキルに違い
があるかを検討するため，有能感タイプを要因とする
一要因分散分析を行った。
　その結果，自己学習スキルについては有意差が認め
られ（ F［3/810］＝13.67，p＜.001），Tukey 法によ
る多重比較を行ったところ，全能型・自尊型＞仮想
型・萎縮型であった。 また，進路決定スキルについて
も有意差が認められ（ F［3/810］＝7.42，p＜.001），
Tukey 法による多重比較を行ったところ，全能型・
自尊型＞仮想型・萎縮型であった。さらに，集団活
動スキルについても有意差が認められ（ F［3/810］＝
6.94，p＜.001），Tukey 法による多重比較を行ったと
ころ，全能型＞仮想型，自尊型＞仮想型・萎縮型で
あった。加えて，健康維持スキルについても有意差が
認められ（ F［3/810］＝29.70，p＜.001），Tukey 法
による多重比較を行ったところ，全能型・自尊型＞
仮想型・萎縮型であった。また，同輩とのコミュニ
ケーションスキルについても有意差が認められ（ F
［3/810］＝16.47，p＜.001），Tukey 法による多重比
較を行ったところ，全能型・自尊型＞仮想型・萎縮型
であった。

Table１   「居心地の良さの感覚」と他尺度との相関

進路決定
スキル

集団活動
スキル

健康維持
スキル

同輩とのコミュニ
ケーションスキル

仮想的
有能感 自尊感情

居心地の良さの感覚 .26　*** .28　*** .27　*** .40　*** －.25　*** .59　***

*** p＜.001　
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３－５．有能感タイプによる居心地の良さの感覚の違い
　有能感タイプによって「居心地の良さの感覚」に違
いがあるかを検討するため，有能感タイプを要因とす
る一要因分散分析を行った。その結果，有意差が認め
られ（ F［3/810］＝88.87，p＜.001），Tukey 法によ
る多重比較を行ったところ，自尊型＞全能型＞仮想
型・萎縮型であった。
３－６．有能感タイプと各スキルの高低との組み合わ
せによる居心地の良さの感覚の違い
　各学校生活スキルについて，それぞれの平均値に
よって対象者を高低群分けした（各スキルの高群を
Ｈ，低群をＬと表記する）。その上で，これらの高低
群と，有能感タイプを組み合わせ，対象者を８群分
けした。以上の群分けによって，「居心地の良さの感

覚」に違いがあるかを検討するため，群分けを要因と
する一要因分散分析を行った。
（１）自己学習スキルの高低と有能感タイプとの組み
合わせによる検討 （Table２）
　 F［7/806］＝42.33，p＜.001であり，Tukey 法によ
る多重比較を行ったところ，自尊型Ｈ・自尊型Ｌ＞
全能型Ｈ・全能型Ｌ・萎縮型Ｈ＞仮想型Ｈ・仮想型
Ｌ・萎縮型Ｌであった。
（２）進路決定スキルの高低と有能感タイプとの組み
合わせによる検討 （Table３）
　 F［7/806］＝45.21，p＜.001であり，Tukey 法によ
る多重比較を行ったところ，全能型Ｈ・全能型Ｌ・
自尊型Ｈ・自尊型Ｌ＞仮想型Ｈ・仮想型Ｌ・萎縮型
Ｈ・萎縮型Ｌであった。
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Table２　自己学習スキルの高低と有能感タイプとの組み合わせによる検討

Mean （SD） F 値 多重比較
自己学習スキルＨ群 全能型  .27 （.77）

42.34　*** Ｃ･Ｄ＞Ａ･Ｂ･Ｇ＞Ｅ･Ｆ･Ｈ

自尊型  .72 （.78）
仮想型 －.50 （.89）
萎縮型 －.17 （.94）

自己学習スキルＬ群 全能型  .08 （.89）
自尊型  .42 （.70）
仮想型 －.70 （.94）
萎縮型 －.64 （.99）

*** p＜.001　
　Ａ：自己学習スキルＨ群・全能型，Ｂ：自己学習スキルＬ群・全能型
　Ｃ：自己学習スキルＨ群・自尊型，Ｄ：自己学習スキルＬ群・自尊型
　Ｅ：自己学習スキルＨ群・仮想型，Ｆ：自己学習スキルＬ群・仮想型
　Ｇ：自己学習スキルＨ群・萎縮型，Ｈ：自己学習スキルＬ群・萎縮型

Table３　進路決定スキルの高低と有能感タイプとの組み合わせによる検討

Mean （SD） F 値 多重比較
進路決定スキルＨ群 全能型  .26 （.79）

45.22　*** Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ＞Ｅ･Ｆ･Ｇ･Ｈ

自尊型  .71 （.78）
仮想型 －.44 （.86）
萎縮型 －.06 （.97）

進路決定スキルＬ群 全能型  .11 （.86）
自尊型  .48 （.73）
仮想型 －.78 （.96）
萎縮型 －.73 （.91）

*** p＜.001　
　Ａ：進路決定スキルＨ群・全能型，Ｂ：進路決定スキルＬ群・全能型
　Ｃ：進路決定スキルＨ群・自尊型，Ｄ：進路決定スキルＬ群・自尊型
　Ｅ：進路決定スキルＨ群・仮想型，Ｆ：進路決定スキルＬ群・仮想型
　Ｇ：進路決定スキルＨ群・萎縮型，Ｈ：進路決定スキルＬ群・萎縮型
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（3）集団活動スキルの高低と有能感タイプとの組み
合わせによる検討 （Table４）
　 F［7/806］＝45.44，p＜.001であり，Tukey 法 によ
る多重比較を行ったところ，全能型Ｈ・全能型Ｌ・
自尊型Ｈ・自尊型Ｌ・萎縮型Ｈ＞仮想型Ｈ・仮想型
Ｌ・萎縮型Ｌであった。
（4）健康維持スキルの高低と有能感タイプとの組み
合わせによる検討 （Table５）
　F［7/806］＝46.71，p＜.001であり，Tukey 法 によ
る多重比較を行ったところ，全能型Ｈ・全能型Ｌ・自
尊型Ｈ・自尊型Ｌ・仮想型Ｈ・萎縮型Ｈ・萎縮型Ｌ＞
仮想型Ｌであった。
（5）同輩とのコミュニケーションスキルの高低と有
能感タイプとの組み合わせによる検討（Table６） 

　F［7/806］＝45.54，p＜.001であり，Tukey 法によ
る多重比較を行ったところ，自尊型Ｈ＞全能型Ｈ・
自尊型Ｌ＞全能型Ｌ・仮想型Ｈ・仮想型Ｌ・萎縮型
Ｈ・萎縮型Ｌであった。

４．考察
４－１．「居心地の良さの感覚」と他尺度との関連
　「居心地の良さの感覚」は，「学校生活スキル」の
全下位尺度との間に正の相関がみられた。飯田・石
隈・山口（2004）は，学校生活スキルと学校適応との
間に正の相関があることを示しており，本研究の結果
もこれに一致したと言える。
　特に，本研究では，学校適応のうち「居心地の良さ
の感覚」に焦点を当てたが，この特定領域に対し全ス

Table４　集団活動スキルの高低と有能感タイプとの組み合わせによる検討

Mean （SD） F 値 多重比較
集団活動スキルＨ群 全能型  .33 （.80）

45.45　*** Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ･Ｇ＞Ｅ･Ｆ･Ｈ

自尊型  .71 （.78）
仮想型 －.53 （.90）
萎縮型 －.13 （.95）

集団活動スキルＬ群 全能型 －.01 （.81）
自尊型  .40 （.69）
仮想型 －.69 （.95）
萎縮型 －.82 （.92）

*** p＜.001　
　Ａ：集団活動スキルＨ群・全能型，Ｂ：集団活動スキルＬ群・全能型
　Ｃ：集団活動スキルＨ群・自尊型，Ｄ：集団活動スキルＬ群・自尊型
　Ｅ：集団活動スキルＨ群・仮想型，Ｆ：集団活動スキルＬ群・仮想型
　Ｇ：集団活動スキルＨ群・萎縮型，Ｈ：集団活動スキルＬ群・萎縮型

Table５　健康維持スキルの高低と有能感タイプとの組み合わせによる検討

Mean （SD） F 値 多重比較
健康維持スキルＨ群 全能型  .27 （.83）

46.72　*** Ａ･Ｂ･Ｃ･Ｄ･Ｅ･Ｇ･Ｈ＞Ｆ

自尊型  .69 （.73）
仮想型 －.35 （.89）
萎縮型 －.05 （.93）

健康維持スキルＬ群 全能型  .06 （.78）
自尊型  .43 （.85）
仮想型 －.83 （.90）
萎縮型 －.69 （.95）

*** p＜.001　
　Ａ：健康維持スキルＨ群・全能型，Ｂ：健康維持スキルＬ群・全能型
　Ｃ：健康維持スキルＨ群・自尊型，Ｄ：健康維持スキルＬ群・自尊型
　Ｅ：健康維持スキルＨ群・仮想型，Ｆ：健康維持スキルＬ群・仮想型
　Ｇ：健康維持スキルＨ群・萎縮型，Ｈ：健康維持スキルＬ群・萎縮型
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キルが関わっていたということが示された。まず，自
己学習スキルとの関連について，石田・友廣（2014）
は，中学生の学業への自信が，親和的な友人関係に正
の影響を与えることを示している。そもそも，中学生
は学業成績の悪さについて劣等感を感じやすい（髙坂, 
2008）など，学習の状況が精神的健康を左右しやす
い。そして，学習理解が良好であれば，欠席願望を抑
制する（本間, 2000）とも指摘されている。したがっ
て，学習面のスキルの高さは自らの精神的健康を高
め，対人関係も良好にさせる効果があるため，学校で
の居心地の良さを感じやすくなるのだと考えられる。
　また，進路決定スキルとの関連について，大久保 ･
加藤（2005）は，自律性への欲求が高い者ほど，居心
地の良さの感覚が高いことを示している。進路決定ス
キルは，進路決定に伴う様々な意思決定や，問題解決
に関するスキルであり（飯田・石隈, 2002），自らの
将来像に向かって行動できるような意思の明確さが求
められるだろう。よって，そうした自律性の課題が反
映され，本研究の結果がもたらされたと推測できる。
　さらに，健康維持スキルと居心地の良さの感覚との
間にも，関連が認められた。この点に関し，飯田・
石隈（2002）は，健康維持スキルとは「体調不良を他
人に相談したり，自身の体調管理をしたりすることが
できるスキル」であると指摘している。したがって，
健康維持スキルが高ければ，心身の不調を抱え込まず
に解決を促進できるようになり，ストレス反応は軽減
されやすくなると考えられる。そして，杉本（2010）
は，友達のいる居場所があるかどうかによって，無気
力やイライラといったストレス反応が左右されること
を実証している。本研究も杉本（2010）に一致してお
り，ストレス反応がうまくコントロールできるような
スキルを獲得していれば，ストレス反応が低減し，結

果的に学校での居心地の良さが増すと示唆される。
　加えて，集団活動スキルや，同輩とのコミュニケー
ションスキルについても，居心地の良さの感覚との間
に関連が認められていた。集団活動スキルとは「学校
における集団活動の際に必要とされるスキル」であ
り，同輩とのコミュニケーションスキルとは「同年代
の友人や異性とコミュニケーションするときに必要と
されるスキル」であって（飯田・石隈, 2002），いず
れも対人関係を円滑に保つために有用なスキルである
と考えられる。これらのスキルが居心地の良さの感
覚と関連を示した点については，友人適応が中学生
の欠席願望を抑制する要因であるという指摘（本間, 
2000）に一致すると考えられ，対人関係が学校での居
心地を左右することは自明であると示唆される。
　また，「居心地の良さの感覚」は，「自尊感情」との
間にも正の相関がみられた。杉本・庄司（2006）は，
小～高校生が考える「居場所」の心理的機能には，
「自己肯定感」が含まれることを示している。した
がって，そもそも居心地の良さの感覚とは，自己を受
容できる意味合いが含まれていると考えられ，本研究
の結果は妥当なものであると考えられる。
　一方で，「居心地の良さの感覚」は，「仮想的有能
感」との間に負の相関がみられた。速水・木野・高木
（2004）は，大学生において，「仮想的有能感」と学
校生活や友人関係等に関する生活満足度との間に負の
相関があることを示している。このことから，中学生
でも速水・木野・高木（2004）と同様の関連性がある
と指摘でき，仮想的有能感をもつ者は，一般に生活満
足度が低い可能性があると考えられる。
４－２．有能感タイプによる学校生活スキルの差異
　次に，有能感の各タイプによって，学校生活スキル
に差があるかを検討したところ，多くの学校生活スキ
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Table６　同輩とのコミュニケーションスキルの高低と有能感タイプとの組み合わせによる検討

Mean （SD） F 値 多重比較
同輩との 全能型  .42 （.71）

45.54　*** Ｃ＞Ａ･Ｄ＞Ｂ･Ｅ･Ｆ･Ｇ･Ｈ

コミュニケーション 自尊型  .79 （.70）
スキルＨ群 仮想型 －.45 （.98）

萎縮型 －.08 （.98）
同輩との 全能型  .03 （.86）

コミュニケーション 自尊型  .41 （.81）
スキルＬ群 仮想型 －.69 （.89）

萎縮型 －.60 （.95）

*** p＜.001　
　Ａ：同輩とのコミュニケーションスキルＨ群・全能型，Ｂ：同輩とのコミュニケーションスキルＬ群・全能型
　Ｃ：同輩とのコミュニケーションスキルＨ群・自尊型，Ｄ：同輩とのコミュニケーションスキルＬ群・自尊型
　Ｅ：同輩とのコミュニケーションスキルＨ群・仮想型，Ｆ：同輩とのコミュニケーションスキルＬ群・仮想型
　Ｇ：同輩とのコミュニケーションスキルＨ群・萎縮型，Ｈ：同輩とのコミュニケーションスキルＬ群・萎縮型
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ルの差は，主に自尊感情の高低によって左右されてい
る状況が明らかとなった。しかし，集団活動スキルで
は，他のスキルと異なり，「全能型」と「萎縮型」の
間に差がみられなかった一方で，「自尊型」と「萎縮
型」の間には他のスキルと同様に差がみられた。した
がって，同様に自尊感情が高くても，仮想的有能感が
低い方がより集団活動スキルを獲得しやすい可能性
がある。集団活動スキルでは，集団における自分の
行動を制御する力や，相手のことを思いやって行動
することのできる力が求められており（飯田・石隈, 
2002），他人を尊重して行動する力が必要である。仮
想的有能感の高い傾向の人は，他者に対して攻撃的
であったり（小平・小塩・速水, 2007），他者への共
感性が低かったりするという特徴があり（速水・木
野・高木, 2004），集団活動を円滑に行いにくいであ
ろう。実際，伊田（2008）は，大学生の他者軽視傾向
が，あらゆる生活価値観のうち，「集団志向」（自分の
考えを主張するより，他の人との和を尊重したいとい
う傾向）との間にのみ，負の相関が示されたことを
明らかにしている。本研究からは，中学生でも伊田
（2008）と同様の関連性があると指摘でき，仮想的有
能感をもつ者は，あらゆる発達段階において集団生活
を行いにくい状況にある可能性が示唆された。
４－３．有能感タイプによる居心地の良さの感覚の違い
　さらに，有能感の各タイプによって，居心地の良さ
の感覚に違いがあるかを検討したところ，居心地の良
さの感覚は，「自尊型」が最も高く，次に「全能型」
で，最も低いのは「仮想型」と「萎縮型」であった。
このことは，学校での居心地の良さの向上に対して，
他者を軽視するかどうかということよりも，まず自己
を肯定的に捉えられているかどうかということが基本
的に関与するということを示している。この点に関し
ては，居場所の心理的機能に「自己肯定感」が含まれ
る（杉本・庄司, 2006）ことが関連しているだろう。
杉本・庄司（2006）は，居場所の「自己肯定感」機能
は，とりわけ「友人など，家族以外の人がいる居場
所」において高く発揮されるものであると指摘してい
る。友人関係のなかで自我を確立する中学生（岡本, 
1992）にとって，多様な他者がいる学校で自己の肯定
的側面に着目できることは，その学校という場に対し
て肯定的な感情を抱きやすいと推察される。
　しかし，「自尊型」と「全能型」の間に差がみられ
たことから，仮想的有能感は，自尊感情が高い者に
とって居心地の良さの感覚を左右する要因となる可能
性が考えられる。自尊感情も仮想的有能感も共に高い
「全能型」は，自分に対する優越感を感じ，他者に対
して不満を抱いている（速水, 2006）。このように，
たとえ自尊感情が高くとも，そこに仮想的有能感が併
存することによって，他者との関係は良好ではなくな
る可能性が生じる。居心地の良さの感覚は，学校生活

のなかでも友人関係の状態によって規定される（大久
保, 2005）ことを考えると，こうした対人関係の課題
を抱えることは学校での居心地を悪くするだろう。そ
のため，自尊感情が高い者のなかでも，仮想的有能感
の高低によって居心地の良さは異なると考えられる。
４－４．有能感タイプと各スキルの高低との組み合わ
せによる居心地の良さの感覚の違い
　加えて，有能感タイプと各スキルの高低との組み合
わせによって，居心地の良さの感覚に差があるかを検
討した結果，以下の学校生活スキルについては，いく
つかの特徴が認められた。
　まず，自己学習スキルの高低との組み合わせ，およ
び集団活動スキルの高低との組み合わせについては，
萎縮型において，各スキルが高い者の方が「居心地の
良さの感覚」が高いという違いが認められた。萎縮型
は，自分への自信の低さから劣等感が高く，無気力感
を抱いている場合が多いとされる（速水，2006）が，
中学生の劣等感を引き起こす要因として「学業成績の
悪さ」が指摘されている（髙坂，2008）。また，自己
学習スキルは，学習に対して肯定的に捉え，意欲的
に取り組むことができるスキルである（飯田・石隈, 
2002）。したがって，たとえ萎縮型の者であっても，
自己学習スキルを獲得することによって学習への意欲
が高まり，劣等感が軽減することにつながるため，学
校での居心地が良くなるのだと推測される。
　また，自尊感情が高いことは，自他共に信頼し合え
る関係を築きやすい（鈴木, 2010）が，萎縮型は自尊
感情が低いために，信頼し合える対人関係を築くこと
が難しいと考えられる。ところが，集団活動スキル
は，対人関係を円滑に保つためのスキルである（飯
田・石隈, 2002）ため，その獲得によって，友好な対
人関係を構築しやすくなるだろう。そのため，同じ萎
縮型であっても，集団活動スキルの違いによって対人
状況が異なり，友人のいる居場所が大きな意味をもつ
中学生（杉本・庄司, 2006）にとって，学校での居心
地の良さに自ずと差が生じたのだと推測される。
　さらに，健康維持スキルの高低との組み合わせにつ
いては，「仮想型で健康維持スキルが低い群」のみが
「居心地の良さの感覚」が低いという結果であった。
仮想的有能感が高い者は，他者に近づきたいという
思いがある一方，他者に対して嫌悪・不信・脅威と
いった感情を抱きやすいために，他者を信頼できず，
他者と親しくなることを回避してしまう傾向がある
（高木・丹羽・速水, 2008）。また，友人に援助を求
めない傾向もあると指摘されている（小平・青木・松
岡・速水, 2008）。これらのことから，仮想的有能感
が高い者は，不安を抱いていても他者に相談すること
ができず，一人で抱え込んでしまう傾向があると推測
される。一方で，健康維持スキルは，心身の不調を他
者に相談することなどによって，解決を促進すること
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ができる力である（飯田・石隈, 2002）。これらを考
え合わせると，「仮想型で健康維持スキルが低い群」
は，そもそも他者に援助を求めない傾向をもち，かつ
誰かに相談するスキルも獲得していないため，最も適
応状況が悪かったのだと考えられる。
　一方，同輩とのコミュニケーションスキルの高低
との組み合わせについては，自尊感情が高い群にお
いて，同輩とのコミュニケーションスキルが高い者
の方が「居心地の良さの感覚」が高いという違いが認
められた。自尊型の居心地の良さの感覚が最も高いこ
とや，自尊感情が居心地の良さの感覚に強く関連して
いることは，本研究で既に指摘したところである。そ
うした特徴を有する者が，さらに「同輩とのコミュニ
ケーションスキル」を併せもつことによって，いっそ
う居心地の良さが向上することは興味深い。このこと
は，自尊感情の高まりによって自己を肯定的に捉えら
れている者が，仲間とのコミュニケーションを円滑に
することによって，最も学校での居心地の良さを増大
させることができるということを意味している。した
がって，構成的エンカウンターグループといった自
尊感情を高める支援（國分, 1981）を行った上で，コ
ミュニケーションスキルのトレーニング（江村・岡
安, 2003）を行うことが，最も学校での居心地の良さ
の感覚を向上させる有効な方法であると考えられる。
４－５．まとめと今後の課題
　本研究においては，中学生における仮想的有能感を
含めた自信の状況と居場所感との関連，および，それ
らの関連性に対して学校生活スキルがどのように関与
するのかという点を検討した。その結果，仮想型で
は，健康維持スキルが低い者が最も居心地を悪く捉え
ていることが示された。また，萎縮型では，自己学習
スキルを高めることによって，居心地の良さの感覚を
向上させる可能性があることが明らかとなった。さら
に，自尊感情が高い者では，同輩とのコミュニケー
ションスキルを高めることによって，いっそう居心地
の良さの感覚を向上させる可能性が示された。
　しかし，本研究では性差を含めた検討をしていない
ことや，学校生活スキル以外の影響因を検討していな
いことなど，いくつかの課題が残されている。今後
は，これらを踏まえた詳細な検討が必要である。
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